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　　　　　　　　　　　　　　　 1． は　 し　が 　き

　カ ウ ラ イ オ ヤ ⇒ ミ （高麗親 ma） Cere・ve
・rca 　here−i ｝IER・E ・一一STE ・一・T は ハ タ科 E］・i］iePlie ］kl　ae

の 灘 総 繍 名 を 。 ク チ 、ゆ 槨 内地 。 ・ ヤ ・ ラ ・ 雌 晶 ・＿ 。伽 ・ 畆 ・

MINCK ＆ SCHLEGEL ）に形態甚だ 似 て ゐ るが ， 體 が や N 長 く， 鱗 が や L 細 か い こ と に よつ て

直 ちに區別 され る。

　筆者 は最近 4− 5 年間に 亘 つ て
， 朝鮮大同江 上流 の 支流沸流江 （準 安南道 ）及び洛東江 の

支 流密陽江 （慶尚南道）等に於 て 各種淡水 魚の 生活 史を調査中， 本種 の 習性生活史等の 輪廓

を明か に し得た の で ，その 概要 を報告 す る。本研 究の 資料蒐集及び測 定等 に は終始本試驗場

技 手長谷 川勇八君 を煩 は した 處が 多か つ た．こ S に 同沼
．
の 勞を謝す e

　生活史 に 泳 知 られ て ゐ る處 の 甚だ 少 Vb，且殆 ど全部 が純海産魚の ハ タ科 の 魚の 中で
，
ケ ツ

ギ ヨ （縹魚）屬 Sinipe・ren と と もに純淡水 區域に 侵 入して ゐ る特殊な魚 と して ，な ほ また東

亞 の 一部 に 局限された 分布區域 を持 つ もの と して ，本種 の 生 活 史は 多少 の 興味 に 價す る もの

と思 ふ。本邦内地 の オ ヤ ニ ラ ミ の 生活 史は未 だ明か ICされ て ゐ な い が 本種 と比 較すれ ば面

　 1）　朝鮮總督府水 産 試驗揚業績

　 2） 森爲三 氏 Vbltc ：a して 居 られ る や 5rc 〔1928．△ ・ at ・ 1・g・e ・f　 the 　iisl）es ・f　l｛・・ea ・　J・1’・・／・

　　　Pan −Paeifie　Researuh　InstituT・ion，
　Yol．3，　Xo ．3

， 1）．6．）B・ryttos ！ts （Jo コ｛】），at｛ ＆ SNYDER｝

　　　1901） は CoreOJ）eitCtt（HEnZENs’vF・1．x ，ユ896）の synomy ｝n と す べ きで あ ら う．
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白か る ぺ く；また分布鯲 で諮 性生活更 に 於て も類似鮎の 謙 多繭 科の ヵ

「
ウ ラ ィ ヶ ッ ギ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
』
　　　 ・、　　 1）

ヨ （高麗蹶魚）8芭吻 粥 α 綱占礑 師 融 E正NDA61m 獣 の 生 活 史とも比 較考察 さる べ きもの で ある e、

　本種 は食用 に され ， 味 もよい が ， 形 は あ ま り大き くな らす量 も多 くなVb の で
， 水産上 か ら・

は重要 な もの で は なV 、。

　　　　　　　　　　　2．分 布 及 び 形 態 生 態 の 概 要 ， 漁 法

分 布 ．
彎 ρ地理噸 布は遡 鮮 鯲 て

暗加 ラ 砂 ツ 物 とkk
’
並行 し諮 東湖 く系

を分布 の 限界 と Lて ， これ よ り西の 朝鮮南及び 西海岸 に注 ぐ水系 に 分布 し，鴨線 江水系まで
1

産 す るが ， 滿洲及び北支那 に 本種を産するや 否や は明かで ない 。

本灘 河 川の ・瞭 及びや ・・．i・一流 の 水清 く， 興齢 聯 しくはや 吠 き妬 の 馴 ｝・颱 す

る。 こ の 地形 的分布 もカ ウ ラ イ ケ ツ ギ ヨ と ua　S“一致す る が，これ よ りや M黄 く，形 の 小 きV・

關係 もあ り淺所 に も棲息する。

　形 態 概 要
t．本種 は全 長 200mm 位以 下 を普通 とす る。體の 概 形は普逓の 海産 ハ タ類 】軍

一

？脚 ん蜘 3
，

’
etc ．に 似て や や 長 く， 脊椎 骨數 13十17 ； 30

， 側線孔數 oFO−＝一・ら6
， 側線の 上 に 活ふ 縱

列鱗數 （上 前向斜列 を數へ て ） 駈 一 59，脊鰭起i黜
一
ドに於 け る側線 よ り上の 横列鱗數 17L19 ，

　　 第 1 鬪　 カ ウ ラ イ オ ヤ ＝ラ ミ Ccnleoperea　her，ii　HERZEFS1エEIN の 成魚 丿 杢 畏 12311tllll・
， 實 物 大

　　　　 　　　　　　 　密陽江 （洛東 江 支 流）産　　寫眞一rl題 野 進 撮

、臀鰭起點．Lに 於 け る側線 よ り下 の横 列鱗數 2S − 31
， 脊鰭 XIII − XV 棘 11一ユ3 軟條 （X 【II−

− XIV ，12− 13 の もの 蒋 通），臀鰭 IIT 棘 7・− 9 軟條 qH ，
8 の もの 普通 ）。

　 色 彩 斑 紋 の 概 要 體の 地 色は 次禍 色で
， 頭部 以 外 に 7 個累fし くは 8 個 の 輪廓や N 不 明

瞭 な濃色 の 幅廣 い 横帶が ある。第 ユ横帶は肩部 ， 第 2 は前 腹部 を通 り， 第 綾 は腹部 中央 ， 第

4 は肛門 の 上 ， 第 5 は臀鰭軟條部 の 始 りの 上 ， 第 6 は 臀鰭軟條部後部の 上
， 第 7 は 尾 柄中央 よ

F

1）　PtJ．IU惠太郎 ： 朝鮮産緻魚 の 生活史．動維．
，　Voi．46，　N   ．545

，　pp．77− 7S．
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4

灣

りやや 前， 第 8 は 尾柄後部に あ る。 但 しこれ ちの横 帶は個 體に よ り多少轉位 して ゐ る こ ど

が あ り， また第 5 及 び第 6 積帶は屡合し て ユ帶 とな り （第 1 圖はか X る個體）或は こ の 雨帶

が 中央部 で 合せ むと して ゐ る欺態の もの もある。これ らの 各横帶の 更 に 濃色の 中心部 は ， 上

下 畸 裂 し略 數個 の 購 ｝竕 離鰈 しようとす るや 5鰍 態 を示 し ， そ の 各轢 は前後だ

並 ん で va　N’ 縱列 をな して ゐ る。頭部背面の 眼 隔部 は色や 玉淡 く，その 前 後の 吻部及 び頭頂部

は色が濃V ・。眼窩の 上 下及び後縁か らは放射 朕 に約 6個 の 暗色線が放 出し，そ の 最下部 の 眼

窩 下縁中央か ら出 る線は斜 め後下方 に走 っ て 頬部 を過 ぎ る。そ の 上 方，眼 窩後下隅か ら出 る

もの は や や 水甼 に 後走 して
， 鰓蓋生 骨の 後端 に逹す る。それ よ り上 の 放射線は個 體に よ り不

明瞭で あ る。鰓蓋主骨後端の 2 棘の 間の 皮膜上 1こ ， 眼 窩よ りや 」小 さい 金色で縁取 られた 孔

雀眼襟の 黒色斑點が あ る。脊鰭臀鰭及び 尾鰭は 暗色で 縁は色淡 く， 脊鰭の 棘軟條部及び臀鰭

の 軟條部 の 内方の 部分 に は淡色小黜が散在 する。總て こ れ らの 色彩 は生 きて ゐ る と きに は鮮

明 で
， 鰓 蓋後部の 孔雀眼 樣斑點は特 に そ の 金色の 縁が 美 しい が ，フ ォ ル マ リ ン th’　！c した もの

は全 體が 鈍 V・曙褐色 とな b ， 斑紋 も不明瞭 に な る n

　杢體 の 色調 は個體 に よつ て濃淡が あ り， 淡禍色 の もの か ら殆 ど黒色に 近 Vb もの まで あ るが ，

大體 に 於て 老 成 した もの は 色が濃 い 。まfc同一個體で も環境に よ bかな り濃淡の 變化 が現 は

れ る。

　外 形 上 の 性 裁 外形上 の 二次性徴は 明か で it　V・ が
， 成魚に 於 て は 多 くの 場合雌は肛門

の 周 圍、殊に その 後方 喞 ち肛門 と臀鰭起點 と の 聞）の 部分が膨れ雌 は膨れ て ゐ な い ．但

し外見上判別 し得ない 場合 も少 くな い c

　生 態 概 要 本種は群 をなさす．常に石の 下 や岩 の 罅隙等の 暗所 に潜み ，腹部及び體側を

輕 く石 に觸 柾 て 請吐 して ゐ る こ とが 多V ・。食物は小魚，蝦 ， 蠕蟲 ， 水棲昆鹸幼蟲 その 他 の 水

棲小動物 で 、これ らが近 づ けぽ急 に突進 し て 捕食す る。こ れ らの 習性 は海産の ハ 4類 メ バ ル

類 な ど IC よ く似て ゐ る。

　漁　法　漁法 は普通 活蝦を餌 と した 釣 1 刺網 な ど で 他 の 魚 と混獲 される が ， 外 に本種の 石

の 下 に 隱れ て靜止 して ゐ る習性 を利用 した 面自い漁法 が朝鮮 人間 に 行はれ て ゐ る 。
こ れ は

“

石叩 き
“

とで も稱す べ き もの で
， 長さ 2Sc，i

’
n に 5cm 角位の 堅石 の 一端を輕 く手 に持 つ て ，

瀬 若 しくは瀬の 少 し下 の 縁の 水深 30 − 40cm 位の 淺所 を靜か に徒渉 しなが ら， 魚の 隱れ て

ゐ そ うな石 を手 に した石の 先端で 輕 く水 中で 叩い て み る。その とき の 小 さな音の 音色に よつ

て ，石 の 下 に魚が 潜んで ゐ るか ゐ な い か を判 斷し，魚が ゐれ ば ， 更 に 附近 の 大 きな石 を取 り

あげて 魚 の 隱れて ゐ る石 に 向つ て カ
ー
杯叩 きっ け る。魚は石 IC打た れ る の か 激動 に よ る の

　　 1） 本 項 は 長 谷 川 勇八 君 の 齪 察 に よ る．
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．
貞

か ， とに か く失紳し若 しくは死ぬ の で
， それ を拾ふ の で ある。 こ れはや 玉 兒戯に類 す る漁法

で は ある が ， 晋 に よつ て剌斷する に は非常な熟練 と特殊な鋭敏な感覺 と を要す る もの と思 は

れ ， 河 の漁夫 の うちで もこ の 漁法の 出來 る の は特殊な者だけに 限 られて ゐ る 。 こ の 昔色 に よ

つ て ， 石の 下 に動物が ゐ るか ゐ ない か，ゐれ ば それが魚か蛙か若 しくは蛇かが わか る と い ふ ．

筆者が 實見 したの は昨年 （昭和 9 年 ， 1934）5月慶徇南道の 密陽江 （洛東江 の 支流）に於 て で

あつ 児が
， 暫 くの 聞 に 3 囘河 中に石 を叩 きつ け，その うち 2 囘は カ ウ ラ イ．オ ヤ ニ ラ ミ の 全長

ユ  Omm 餘の もの が 1 尾つ つ 取 れたか ら， こ の 判斷は か な りの 確實 さの ある もの と思ふ。 こ

の 方法 で取れ る魚は主 に本種 で あ る こ とは ， 本種の 習姓を示 す面 白い 一面 と思ふ
。

　　　　　　　　　　　　3．鰭棘 及 び 軟條 數 の 地 方 的 變 異

　本種 の 脊鰭の 棘及び軟條數及び臀鰭 の 軟條數に は ， 第 1 表及 び第 2 表 ICあ る や うに ，若干

の 變異が見られて
， これを産地 別 に わける と ， 地 方的變異と見倣 さる べ き偏 りが現 はれ る。．

皀防 蟾津江洛東江 等南加 水剰 碇 する もの は， 脊麟 數 XIII の 個體 が殆 ど全部 を占め

て XII の もの もある が ， 北 方大 同江水系産の もの は棘數 XIV の 個體が絶對多數で
， 更 に

XV を算す る もの もある e 更に北 方の 鴨緑江塵の もの は棘數 Xlll を示 して ゐ る が
，
1個體の

み で あ るか ら考察の 資料 とはな しがた い
。 脊鰭軟條數 は蟾津江洛東江 の もの は 13の個體が絶

對 多數で あ る の に，大同江 の もの は12の 個軆が絶對多數 で 11の もの もあ る。こ れ を要 する に
，

北 方 大 同 江産 の もの は脊鰭棘數が多 く軟條數が 少 く， 南方蟾津江洛東江産の もの は棘數が

第 1 表　脊 鰭棘及 び 軟 條數 の 變異

戴 罷
・ ．
響

．
響

1鴨 緑 江

大 同 江

擁 津 江 　 1

露 東 江

i不 。

L 一

1

　

陣懺 計

　 　 　 1

　 　 　 4

　 　 　 4

−一＿11
泊 o

3

旧
’

18

　

　

5

69

第 2 表 臀鰭鰊 及 び 軟 條數の 變異

．．誉

XIV 　　xv 　個畳豊數…
王2　　 1ユ　　 計　，

　　 一．＿ ＿ 一｛

　　　　　　 11

　　　　　　　　「
19　　 2　 24 ｝

　1　　　　　】o　
i

l　　 、6i

　 1　　　 1　　 14

22　　 3　　 105　i
　　　　　＿ 」

遮韓
鴨 緑 江

大 同 江

蟾 津 江 ：

洛 東 江

不　　 明

m
：
H 、 1孟尸　　　　　　　　　　　　1

イ　　 　 8　 ・
　 9

　 　　 　 …

　 　 　 1

　 　 　 24

　 　 　 1　　　 9

　　．b4　
：

　 1

1　
．

10　i　 3
　　　　 「
　 　

『−
1
』一一一．

摺盟數 計
’
　 1　　 90　　 13

’

酒輾
酬

1、1旨
1。 …

，
う5
　
i

∴
124−、

　
゜ 一

嗷 宇は嫐 ・
ア ラ ビ 磁 字 は 軟esva・ 大雕 俸 安繭 〉は 本 訟 び 妣 謙 江 をS む．辮

　江 は 全 羅北迸流域 の もの ．洛東 江 ｛慶街南道 及 び慶荷北遘）は 本流 及 び 支流 密 陽 江琴湖江等 を含 む．

少 く軟條數が多い 。

各個體の 脊鰭棘數と軟條數と の 間 に は，第 2 圖 に 見 られ る や うに
， 逆相關が あ る。即ち多

くの 場講 が軟條曙 しくは軟働 瀬 ｝囓 行 して 上 記 の 變異 を現 は して ゐ る ez ・・ られ諒

’
瓶
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劇

み

耐

數 と軟條數と の 合計數 に は個 體變異は甚だ少 丶へ 。1測定個體 105 の 中，棘軟條數の 合計數 は 25

及 び 26 の もの の みで ， 前
一X 　11 個體 ， 後者 ％ 個體で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臀鰭の 棘數に は變異全 く現 は れす ， 軟條數

　　　　i　 　 　 　 I 　 ｝ は 8 の もの が 大 多數で あ るが ， 甚 だet・v・・7 の

　　蝋 　 ， 　 　 　 1 もの が 畝 ・ の もの も尠 ある ・ 縣 辻産

棘
＿
L− ．L J， 1

．．
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謬 　
・ 産 贓 發 生 及 蠍

　　　　i　　　　　　　　　　　　　
．
　　 産 卵 期　産卵期は 沸流江（平安南道）及 び

　　　　l　　　　　　　　　　　 I　　
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 密陽江（慶 向南道）と も 5 月上 旬 よ り6 月下旬　　　　L ．一一．一．．．　　　　　 … ．… 一一一

　　　　　　　 11 　　 12　　 13　　　　 に 亘 り，カ ウ ラ イ ケ ツ ギ ヨ よ りや   早Vb。産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 軟　條 　數
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卵期の 水温は 18− 23℃ 位で あ る。

　　箏 2 圖　脊 鰭棘數 と軟條数 と の 相關　　　　　 産 卵 場　産卵場は 水流 の 早 V ・瀬の 岸寄 り

の 大 きな石の 重 な り合つ て ゐ る處で
J そ の 石 の 下側 の 面 に 卵 を産 み つ け る 。

　 卵　卵は沈性粘着卵で ， 直徑 2．6− 2．9mm
， 卵膜腔は や 、狄 く， 卵黄球 の 水 平徑 2，2− 2．4

mm ， 卵黄の 上 部 に直徑 O．1− 04mm 位 の 油球 が數個乃至 十數個 あ り， ときに更 に徴小 な油

球が 多 く存在す る こ と もあ る。これ らの 油球 は發生が進 むに つ れ て 次 第に 相融合す る傾 向を

示 し，孵 化直前 に は多 くは 直徑 05 − O，61111コ1 位 の 大油球 1 個 とな る。卵膜は無色透明 で 厚

く且堅 く， 表両 は甚だ しい 粘着性 を有 し，卵黄 は重 く殆 ど透明 で
， 美 し い 黄色乃至 赤福色の

闘の 種 々 の 色調 を示 し，油球 は美 しい 深黄色で よ く光線 を屈折 して 明 るい 。

　 親魚の 卵巣 内の 熟卵 は卵膜が まだ柔か く且極 め て 粘着性が 強 く，指 な ど に 甚だ しく粘着す

る e 石面 に産み つ け られた卵 の 卵膜は よ く緊張 して 堅 ζ，各卵 は側 面で 互 に附着 し押合 つ て

石面 に 堅 く密着 して ゐ る が ， 必 す石面 に ］層 をな し ， 筆者 の 知 る 限 りで は數層重 なつ て 塊朕

をな し て ゐ る場合は なかつ た。塵 み つ け られ て あ る卵 の 卵膜表 面は 既 に粘性 を失 つ て ゐ る。

　 本種 の 卵は屡他 の コ ヒ 科 の 魚 の 卵と碁布玳 に 混在 して ゐ る こ とが あ り，また本種の 卵の み

で も，卵黄の 色の 異る と同時に發生程度の 相異 して ゐ る卵群 が混在 し て ゐる こ とが 時 に あ る

こ とか ら考 へ て
， 異 る個體 の 親魚が 同所 に 産み つ けた と思 はれ る場合が あ る。

　卵巣内に は熟卵未熱卵が混在す る こ と及び石面 LcE［ み つ けられて あ る卵の 數な どか ら考 へ

て ， 産卵は數囘 に 亘 つ て行はれ る ら し く思 はれ る、全 長 103rnコn （．IV 　2S
，
1934 密陽江採集

N 工工
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の 親魚の 1 例で は ， 卵巣内に熱卵 79
， 牛熟卵 100

， 未熟卵約 3ユ5 個 ， 合計 49壬個 を數へ た e

孕卵數は少 い が，魚が小 さ く卵粒が大 きい の で あるか ら當然 と患は れ る。こ の 熟卵中 icは黄

色 の もの と赤綯色の もの と を混 じて ゐた。卵黄の 色 の 相違は必 す しも親魚の 個體の 相違 を示

す もの で は ない らしい 。

　卵の 産み つ け られて あ る石の 下 に は 、屡本種の親 魚がゐ る こ とが ある が ， 單に隱れ場所 と

し て ゐ るの が ， 卵 の 保護監硯等をな して ゐ るの が 明かで な い 。

　卵 内 發 生　卵内發生 の 主要經過 は硬骨魚卵 と して 特 に 變 りは ない か ら省略 し．本種 の 特

徴とな るべ き點 だけを記 し て置 く
， 筆者 嗣 之だ榊 の 人 工 受精を行 つ て ゐ ない の で ，蠏 匕ま

で の 正 確な 日數は わか らない が ， 數囘採集 した天然産卵の 卵 の 發生經過 よ り推定 して
， 水 温

20℃ 内外で 2 邂間位 と思はれ る。

　卵黄球 は卵の 下 方に 沈ん で 卵膜腔は上 方 に 廣 く且油球 は卵黄球 の 上 画に 集ま つ て ゐ るが ，

恐 らくその た め で あ らう， 胚 は最初卵黄球の 斜 め上方 に位置 する が
， 發生 の 進む に 從ひ 次第

に 卵黄球の 側面に 移 り．胚孔は側 面 に於 て 閉ぢる。胚體が發達 して 眠 が形成され る頃 に ， 卵

黄球上に や や 大 をい 星形 の 暗次色色胞が現 はれ 始 め，次第に増加 して 全 面に散在 す るに至 る。

胚體の 尾部 が形放 され る 頃か ら胚艦上 に も黒色胞が 現はれ始めるが．これ は黒點をな して 頭

」瓦 體の 背面 及び 腹面 に 離n て現 はれ る （第 3 圖 4）． 頭 頂 及び肩部 に は黒色胞力ぎ次第 に 増

加 して 黒斑 を形域す る が 體 の 後部 に は少 い （第 3 圓 5）。1 側の 大油球は卵黄 の 前部 ， 胚

體の 胸部
一
ド方 に位置 し， その 前上方 ， 胚體の 頭部 の 前 に 心臓 が形成 され る。

　胚體は卵内に於 て 十分 に 發逹す る
。 頭 は大 き く，大 きな眼球 は既 に 黒 く，

口 及 び肛 門は開

い て 十分發達 し， 胸鰭 は團屬朕 に大 きく， 尾鰭の 鰭條は現 はれ，脊鰭及び臀鰭 の 棘及 び軟條

の 基底 も牛ぱ現 はれ る。赤血 球は十 分現 はれ て 心臓の 鼓動 と と もに 並t行 も觀察され ， 卵黄上

の 胚體外血 管 もよ く發達 して ゐ る 。 孵化直前 に は卵 内で 口 を開閉し丿 胸鰭 を振動 させ 、尾部

を盛ん に 捩る （第 3 圖 6）。

　孵 化期に 近づ けば堅 い 卵膜は次第に 薄 く弱 くな り，胚醴 の 遐動に よつ て 終に破 れる。胚體

は 尾部 を先 に して孵 生 し， 卵膜の 裂 孔の 形は不規則で ある。

幽

　　　　　 　　　　　　 　　　5，幼　　　　期

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

　仔 魚 前 期　i）金長 7．3mm
， 孵化直後 （第 3 鬪 7）。 仔魚は 既に體制よ く發逹 し，頭大

き く丸 く，吻 は極 め て 短 く，眼は大 き く十分 に發達 し ，
口 開 を ， 顎骨 も既 に形成 され ， 肛 門

は體の 中央 に開き ， 脊索後端は上屈し て 尾下骨現 はれ ， 尾鰭 の鰭條 も既に 現はれ て ゐ る 。 仔

魚膜鰭 は肩部 よ り後 方 に發達 して ゐ る が，眠 に 脊鰭臀鰭尾鰭 の 輪廓を現は し，脊鰭の 軟 條及

1） 生 時 の 測 定で ， フ r ル マ リン 固定保存後 の 測定で は全 長 6．61nln を示 し ， 少 し 縮小 し た ， 藩
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　　　　　　　　　　　　　 カ ウ ラ イ オ ヤ ニ ラ ミ の 生 活 史 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2（進

び後部の棘の 基底約 1削 固， 臀鰭 の 軟條 の 基底約 7 個が現 はれ て ゐ る・胸鰭は ee勗i［k　va大 き

く， 鰭條 は まだ現はれ て ゐなV ・。數へ 得 る筋肉節數 13十 20 ＝ 33。 卵黄は なほ大 き く球 形を
．

な し ， や や 扁平 に なつ た大油球 はその 前下部 に ある 。

　眼 球は黒 くグ ア ニ ン 暦が現 はれ，頭頂 と肩部 及び そ の 下 に續 く胸鰭基底の後方 icは黒色胞 ．

が 集合 して 斑 絞 をな し ， 他 の 體部 に は色胞乏 しく， た S
’
脊鰭基底後部 の 内側 に 數個 及び 尾 部 ．

腹面 に 5− 6 個 の 黒色胞が ほ 璽等距離 に 離れ て 黜在す る の み で あ る。卵黄の 表面 に は大 きな

星形の 黒色胞が 不規 則に散 在 して ， 卵黄球 は全體 と して 茸緑色 を呈 して ゐ る。

　孵化直 後の 仔魚は卵黄 の 重 さ に よ り水 底 に 沈 ん で 多 くは側 臥 して ゐ るが ，と き どを尾 部 を
’

弱 く振つ て 游ぎあが り、直 ちに また 水底 1こ沈む。孵化後時聞 の 經過 す る に從 ぴ 次第 に 水底よ

り游 ぎあが る こ とが 多 くな b，
1 晝夜位經過 した もの は水底近 くを力弱 く游ぎつ 穿け る。游

ぐと きは タ ツ ノ オ ト シ ゴ の や うに頭 を上に して 直立す る特 異な姿勢 を取 る。

ii） 杢 長 8．、＿ 褥化後 壬 日 （第 咽 s）．卵灘 大部分吸拠 れた が 前躑 に な概

の 殘 りが 認 め られる e 頭 は丸 く， 唇厚 く， 脊鰭及び臀鰭の輪廓は形成 され ， 共棘及び軟條は

未 完成 で は あ るが既 に ほ ゴ 定數が現 はれて ゐ る。尾鰭は十分 に發達 して 鰭條 も完成 し， 胸鰭

鰭 條も現 はれ て ゐ る．腹鰭 は未 だ現 はれな　ND。

　頭 頂及び肩部 の 暗斑は更に著 しくな り，後者は胸鰭 基底後方の 晤斑 と合 して 更 に 腹方 に 延

び
， 幅廣 い 顯著な 1横帶 （第 1 十第 2横帶）を形成 し て ゐ る。 腹部腹面 に も黒色胞が 多 く現

はれて る る．
・

離 鰍 條部基底に は數｛固の 黒色 胞が あ り混 鰭 に も鰭條に 漕 ふ て 細黒色胞が現

はれ て ゐ る。

卵黄は まだ全郡 は吸牧 され て ゐな励 ：
， Utに こ の 時期 喰 物を取 b始 め る．石宵子鉢内 に箭

養した も  は ， 鉢内の 水 草の 附近 を游 ぎまは り，永草 に附着 し或 は水底 に落ち て ゐ る小蠕蟲

等 を捕食す る 。 餌 とな る べ き小動物が動か な けれ ば注意を惹かない や うで あ る。 天然の 駄態．

で は
，

こ の 時期 に は瀬 の 下流 の 淀 み の 藻場 に來て 生 活 し，水 草 と と もに掬 へ ば探集 され る。

仔 鰍 期 iii） 張 ・．6。窟 靴 後 ・ 日 （第 墹 9）覇 は丸 く （齪 保存 しn 　s の で

は頭 頂は低 くなつ て ゐ る）， 吻 はや N 延 び，肛門 は體の 中央 よ りは や 」後方に移 る。胸鰭 の 下
．

：方に 腹鰭が現 はれ て ゐ る
。

體 は生 9 て ゐ ると きは全 體に 淡い 桃黄色 を帶び，同 じ色 の 不 明瞭な幅廣 い 縦帶力§體 の 側 申

線の 背方 に滑ふ て現 はれて ゐ るが ，
こ の 地 色 も縦帶 も固定保 存した もの で は全 く消失 して ゐ

る．眼 隔部 及び吻部背面 に も黒 色胞が 現 はれ 唄購 前榊 央 よ り前方 に は黒色胞が ・j縦 帶 を

な して 唇上に 及び ，
こ れ に 劉 して眼窩後縁中央 の 邊 よ り後方 に も水甼 に黒 色胞の縱帶力覲 は

　 D 生 時 の 測定．フ t ル マ リ ン 固定 ，
ア ル コ rkル rc保 存後 の 測定 で は e 長 8・5m 皿 ・

　 2｝ 生 時 の 測 定．フ ォ ル マ y ン 固 定 ，
ア ル コ ホ ル に 保存後の 淵定 で は e 長 9・2mn1 ・
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第 3 圓　A ．1− Morula 期；2− B1ast−ula 期 ； 3一胚體形成 ， 原 口 卵黄球 の 中部 を過 ぐ11 ，
2

，
3一

　上 面 圖，胚及 原 口 の 位置 を 示 す ；4一發逹せ る 胚體 ， 卵 膜除去 ｝5一更 に 發逹せ る胚體 ， 卵 膜除去 ；

　6一孵化 の や 丶 前 7一孵化直後 ， SN ｝ 7．3　mln 瀞
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第 3 圖　B ，S一孵化後 4 凵，全長 8．S　mm ｝ 9一孵化後 9H ， 9．6　u11罵 10− 11．8　mm
．111− 13．6 】nm ；

］．2− 18．21皿 113 − 2L5 ・皿 ・； 14− 2．52 　nlm ｝ 15− 50．5　mm ． 筆者畫 ，
　ca ・ne ・a ］ucida 使 itl・
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れ て 饂蓋後端 に 逹 する。 罷の 肩部横帶の 背部 よ り後方 に，脊鰭軟條部 の前部 まで
， 脊鰭基底

忙 潸 ふ て紐縱線状 に 黒色胞が現 はれ ， また尾部 中央 の 脊鰭 及び臀鰭基底の 後部の 間か ら尾柄

の 前部に か け て 輻 廣 い 下部 の廣が つ た横帶が現はれ て ゐ る。なほ肛門部及び臀鰭前部 の 上方
’
に も少許の 黒色胞が 現 はれ て ゐ る

。 腹部腹面 の 黒色胞群 は集 まつ て 不規則 な細斜線厭 とな り，

腹壁 内に沒す る。

　 iv） 全長 11．8mm り （第 3 圖 10）。 體形 も大體整ひ ， 吻 もや や 延 び ， 各鰭 もほ N“完成 した e

肛 門は體の 中央 よ りもや N 後方 に ある。

　 生時の 淡桃 黄色の體 の 地 色及び體側縱帶の 色は保存標本で は見 られ な v・

。 吻鰯の 黒縦帶は

明瞭 とな 軌 眼窩後縁よ り後走 する縦帶の 下 に
， 限 窩後下縁 よ り斜 め に後下走 す る黒帶が現 は

二れ始め て ゐ る。 體の 捌面に は殆 ど
一
樣 に 黒色胞が 散布 して 現 はれ て ゐ る が ，注意 して 各偲體

を比較 して 見 ると それに粗蜜が あ つ て ，不明瞭なが ら幅廣 V・數個の 横帶を形成 しよ うと して

ゐ る こ とが認 め られ る． 皀卩ち最初か ら現 はれて ゐ る 肩 部横 帶 （第 ユ ＋ 第 2 横帶 ）の 次 に 脊

『
麟 後牛 と軟條部 前部 と にかか る體霞艸 央 の 横帶　（？第 3 十第 4 横帶），その 次 に 前時期

くiiD に 既に現 はれ て ゐ た尾部 中央 の 横帶 （第 5 ＋第 6横帶）及び その 後 tc新た に 現はれつ S

あ る尾柄部横帶（第 7 十第 8積帶）の 4 帶 で ある。脊鰭及 び臀鰭 の 基底に 沿ふ て 、及 び體側 脊

部筋肉列の 屈折部 に 於 て，い つれ も黒色 胞が縦線耿 に 並 列 して 現 はれ ， また胸鰭基底の 前面

．
部 及び 脊鰭臀鰭 の 鰭條に 滑ふ て も現 はれて ゐ る。

　 こ の 時期 よ り後は 砂底の 藻場に 生活 して ，小 甲殼類 ，轜蟲類等の 小動物 を盛 ん に 捕食す る。

姓 既 に孤獨 ， 行動は各個自山で ，和 拌 つ て 小群 をな す こ とは な い や うで あ る。

稚 魚 期 ・ ） 全 長 ユ3．6niin！）（第 3 圖 11）。體形は整 つ たが 脊鰭の 棘畑 ま軟條舳砒 しt
なほ著 しく低 く， 且その 外縁は直線状をな して ゐ る。

　生時 に は體 の 地 色は淡桃黄 色で 腹方 はや Σ淡 く， 地色 と同色の や 」 濃い 縱帶が 側中線の 背

方 に 漕ふ て 肩部 よ り尾柄端 まで走 つ て ゐ る の が明か に見 られ るが、固定保存 した もの で は全

く淌 失 して ゐ る c 體面 に は暗禍色 の 色胞が よ く發達 し 前時期 （iY）に記載 した と等 しい 横

帶 が
一・ma明瞭に 現 はれ て ゐ るが ， 後部 の 2横 帶は境界なほ不 明瞭で あ る

e 頭部 に 於 て は
， 頬

部 を過 ぎ る斜線 の前 下方 口 角隅の 彳麦縁に 浴ふ て 數個の 黒 色胞が 現 はれ，上下兩顎 の 先端 も

黒 い 。胸腹部 下面の 表面 に は黒 色胞は現は れ て ゐ な い 。

　YD 　全長 18．2mm 　
3） （第 3 圖 12）。鶺の 概形は飢 に成魚 に似， 脊鰭 は棘部 が 獲蓮 し始め ，

殊 に その 中央部 の 棘が長 くなつ て
’

fF縁弧歌 と な る。鰓蓋主骨後端 に は 】棘が現 はれ ，鮒蓋前

　 1 ）　固定保 存 した も り 、 測定．

　 2） 生 時 の 溺 定，固定保 存後 の 測 定で は 全 長 13．4mm ．

　 お）　固定保
・
存後 の 測定，

読

「
、
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骨縁は未だ滑 かに 見える。鼻孔 は 明か に前後兩孔に 分れ て ゐ る。肩部 に側線現れ ， 鱗の 形成

も始 ま つ て ゐ るが ， 外觀で は判然 しない。

　體 は全體 と して 暗褐色 を呈 する。頭部の 上 牛部は
一

帶に褐色 とな り，體側に は ， 肩都横帶

と體側中央横 帶と の 聞 に新た に 1横帶 （第 3 横帶）が側中線附近 を中心 〜二 して 現 は れ て むる

が ，
こ れ は獨立 に 現れた もの か 體 側 中央横帶 よ り分離 した もの か 明瞭で なto。尾部 中央横

帶 （第 5 ＋第 6 横帶） も不規 則 に前後 に分れ よ う と し ， 更に 尾 柄部横帶 （第 7 ＋第 8横 帶）

も不規則 に 分れ よ うと して ゐ る。肩藩横帶 と體側中央横帶とは脊鰭棘部 に 延 び ， 更に棘部 に

は そ の 外緻の 内側 に滑ふ て 黒色群 が現は れ て ゐ る。尾鰭基底の 中央 に は上 下 に 1對 の 黒斑が

現れ て ゐ る。

　vii） 全長 21．5min 〕 （第 3 圖 13）。 吻は なほ多少延 び て 頭前部 は低 くな b ， 肩部 よ り頭部

に か けて の 弧朕の 外廓は直線状に 近 づ い て ゐ る 。 脊鰭鯨部 は よ く發達 し ， そ の 中央部 よ りや

や 前 の 棘 （第 4 一第 8棘）は 殊 に 延び て
， 軟條部 と le　b

’
等 しVO高 さに蓬 した。鰐蓋 圭骨後縁

に は 2 棘が現 はれ，鰮蓋前骨後縁は粗い鋸齒状をな し， その 隅角 の 處の もの は棘状を呈 し て

ゐ る。側線は 翫に ほ §完成 して ゐ る が ， 鱗は外觀か らで は まだ明瞭 に は見 えない 。

　眼 窩後縁 中央 よ り後走す る水甼 黒帶の 鰓蓋骨上 の 部 分は太 く幅廣 くな つ て ゐ る．肩部横帶

の 後上 部 は 後方に 分れ て第 2 横帯 を形域 し，こ こ に於 て 體側 の 8個 の 横帶はほ L’完成 した。

脊鰭棘部 に は更 に黒色胞が増 して ゐ る。

　 こ れ位の 時期 まで は まだ藻場 に 生活 して ゐ る が ，
こ の 後漸次 藻場を離れて破魚 と等 しい 環

境 に 移 る t

　本種 に 於 て は稚魚期 iUl’e ］、eSCenBtage と未威魚期 iDllnature　stage と の 間の 形態乃 至色

彩上 の 確然 た る境界は つ け られ な V ・が ，生態的 に は變 化が 見 られ るの で
， 假 に藻場の 生活の

絡 りまで を誰魚期，藻場 を離 札 て 流れ の 石の 蔭など に移 りほ f 域魚 と等 しい 生活 に入つ て 後

を未域魚期 とす る。 勿論便 宜．との 區別で あ る e 藻場 を離れ る の は全 長 23− 25mm 位の 時期

で あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　未 成 魚 期 Yiii） 全 長 25．2nMmLi） （第 3 固 1i）。 形 態的 に は既 に 殆 ど完成し ， 側線 も全部

の 鱗 も明瞭に現 はれて ゐ る。下顎 は上顎 よ りや L短 V ・。

　體色 の 全 體と して の 濃淡は 個體 に よ り， また そ の と きの 欣態に よ り，
か な り異 り， 比較的

淡色 の 場合 に は體側 の 横帶はか な り明瞭 1こ 見 え るが ， 暗色の 場合 に は全 體が殆 ど一様 に黒褐

色を呈 して 横帶が 見えない こ とが あ る。頭後眼 部の 水平縦帶の 後端の 鰓蓋後縁の 2棘の 間の

．
部分 は

一層黒 くな b ， 孔 雀眼様の 斑紋が現 れ よ うと して ゐ る。

’

1） 生 時 の 全 長 ， 固定保存後 の 測定 で は 2L  mm ．

2） 固定保存後
．
め 測定 ， 以 下總 て 同斷．
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　こ の 時期に は甑 に流れ の 縁 の 石 の 下 に 個 々 離れ て 生活 し．食物動作等成魚 と殆 ど變 らな い 。

河 巾 に あ る もの の 動作を觀察す る に ，他 よ り亂 されない ときは石 の 下か ら出 て
， 靜か に游 い

だ b停 止 した b して 餌 を漁 つ て ゐ るが，驚け ば直 ぐに石 の 蔭に 入つ て 靜止す る．擽網など で

逍 （

こば石 の 蔭よ b蔭に傳 は つ て隱れ，と きどき急速 に游 ぎ去 つ て 甚だ捕 へ がたい 。網 に も釣

に もか S らぬ こ の 位 の 大 さ の もの が最 も採集 しが たV ・の で あ る
。

　xi） 全 長 32．Omm 。形態色彩 と もに前時期 と大差 なV ・が ，鰐蓋後端 の 晴點 は鰓蓋 主骨 の 2

棘の 聞の 皮膜上 re大部分位置 して 顯著 とな り， 體の 色調の 淡 い 場合で もこ の 斑 點の みは黒 く

明瞭で あ る 。體側 の 各横帶は輪廓明か と な り且幅が狹 くなつ た 。

　x ） 全 畏 50．うmm （第 3 圃 1の。鰓蓋後部の 暗斑 はなほ顯 著 とな り， そ の 斑紋 の 前縁牛周
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘリ

に 漕ふ て 鰕蓋骨上 に狭 い 淡 色の 縁 が生 じ．い はゆ る孔雀限 を形域 しよ うと して ゐ る。こ の 縁

をな す淡色 の 部分は 生時に は金色乃至金線色に 輝 き，内部の 暗色部は黒禍色乃至線褐色 をな

し て 甚だ美麗で あ る。こ の 時 期の 少 し前 よ b ， 體側の 各横帶は上 刊 こ 分れ て 各數個の 斑點 と

な る傾向を示 し，且 その 斑 點が 各前 後tc並列 して ほぼ縦帶の 配置 を取 らうと して ゐ る。皀卩ち

脊鰭基底部 に 滑 ふ塘 1 縦列 ，ほ S”側線上 ICあ る第 2縦列 ， ほ 里 側 中線上 （芳 し くは そ の やや

下方）に あ る第 3 縱列．その 更に 下 方に ある第 4 縦列等 をなす。第 1縦列 は 脊鰭 基底後端 の

後方 は尾柄背面 tc入 る
。 第 2 及び第 3 縦列 は 尾部 中央 に 於て （第 lj及 び第 7横帶 に 屬す る部

分 ）厘合 して ゐ る。第 4縦列 はや N不 明瞭で 、第 3 乃至第 生横帶に 羈す る部分 ま で で 終 つ て ゐ

る こ と もあ り， 塘 5乃至第 7 横帶の 部分 に まで 及ん で ゐ る こ と もある。

ひ

6．記 載 幼 期 測 定 表，採 集 表

第 3表　記 載幼期 標 本 測 定表　（固定 保存せ る もの 〕　 （單位 mm ）

隷 鍼 驫 轟 齲 藪 麗 嫉 …頭後蜘 體 甚…

1 　 6β … 6．D

・・　　 …・・

111 　 9−6i 　8＿I

iv　　　　　IL8 　　1　　9．9
　 　 1　　　 　　 1
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
v 　　　i　　13．4　　　　　1LO

vi　　　　　I8、2　　　　　1壬．9

vii　　　　 2工．0　　　　　17．0

，、、 25．∴ ，。，7

ix　 so．5　14D．5
　　　　　　　1

2、6　　　 　 工．3

2，1　 　 　 　 22

2，1　　　　 2．5

2．9　 　 　 　 33

3．O　　
I

　　 3，B

5・0　　…　 6D

5．o … 6．5

5．8　 　 　 　 8．4

13．0　　　，　　15．6層

OAO

．B

l：；
；：：

；：：1
・ ・ 「

ユ

4
阿
ρ

7P3

00000L402

了▲
°

ワ一

σ
D

0．8　　　　 32

1．0　　　　 4．4

L 星　　　　 4．9

L6　　　　 b．9

1．6　 　　 　 6．8

2，9　　　　 9．0

2．7　　　　】0．6

4．4　 　 　 　 13．0

8．1　　　　　・1δ． 
za
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卩
　 　第 4表　採 　集　表

（全 長 80mm 以 下 の も の の み ）

广

　採　　集
年　 万　 日

1
探集地 方 i

　　　　l
江

　

　

　

　

　

　

　

　

　

江

流

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

陽

〃

〃

〃

〃

沸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

密

1817

ク

21222527

肥

11

碣

8

丗

28

−

欄

181325

取

…
〃
．
〃

：

鞦

ワ
w

・

崩

〃

温

職

醐

…
〃

〃

〃

パ

〃

隅

〃

脳

〃

〃

〃

〃

〃

　 　 　 　　 探集魚 の 大 さ

棲息揚　、　 ｛全長 mm ）
　 　 　 i　　　 卵

1・・

1石 薗 附着

Iill

鷯

　 ク　 　 　 　
．

　 ク

1 流れ　　 ．

陟
i勢
1毳。。

l　　　 i
｝　 　　　　 l

l洗れ　　…
I　　　　　　　　 I

l　　　　　　　 I

　 67。0

　 　 卵

6，5 − 　 6．9

7，6 − 　 8，5

δ，O − 　10．1

　 8．810

．2 − 14．D

8、5 − 　13．5

71．O − 79．〔｝

33，0　− 　43．0

16、0　− 　18．O

IS．  一　21．0

　 7s．060

，0 − 65．〔｝

53、0　− 　79．0

　 　 卵

19．5 − 44．0

50、0 − 62．0

個　數

1

多 　數

〃

〃

〃

1

多　數

〃

4422146

多 　 數

FO

り一

備 考

孵化時

卵 よ り孵化

孵化後 4H

　 ク　 5 日

掬網 に て

　 ク

　 〃

網

　 〃

掬網に て

　 〃

網

　 〃

　 〃

産 出 直後

綱

k

　　　　　　　　　 7．成 長 度 ， 成 魚 最 小 形 ， 最 大 魚 及 び 壽 命

　成 長 度 こ の 魚 は あま り大 き くな らなVO もの で
， 域長 も遲 い。第 ｛圖は筆者の 手許に あ

る本
．
種の 材料 を探集月 日に よ つ て 圖上 に 記 して 域長度を表 した もの で あ る。採集は數ク 年 に

亘 つ たの で あ るが ， 材料が比 較的少い の で ， 毎年ほ f 等 しV ・域
・長度 を示 す もの と假定 して ，

総 て の 材料 を同一年度 に 纏 めた。こ れに よつ て見 る に
， 孵化後 その 年 の 秋 ま で に 5〔ト GO　mm

位 に 成長 し， 冬季 は發育殆 ど休止 ， 更に 翌 年春 よ り成長 し始 め て 初夏 ま で 滿
’
ヱ ケ 年 で 全 長

60− 80mm 位 に達 す る 。 初夏 よ り盛夏 の 頃 に か けて こ の 位 の 大 きさの もの が多 く取 れ る が
，

これが約滿 1 ケ 年 と見て 差支 へ な ）・や うで あ る。 これ以後の 域長度は ， 種 々 の 大 さの もの が

混 じ て取 れ 且大 きさに よ る 階級群が 見 られ ない の で
， 明か に は 判 らな い 。然 し極 め て 大體 1

の 推定で は 100一ユ40mIn 　 l勾外の もの は約滿 2 ケ年 ，
150f一ユ80mm 内外の もの は約満 3 ケ

年，200　mm 以 土 の もの は滿 4 ケ 年以 上で あ ら うと思ふ
。 本種の 棲息場は 冬季 多 くは結氷 し

て 水 温低 下 し ， 成長 も止 る や うで あ るが，鱗 の 輪謄の 形成 には遯期的差異は全 く認 め られな

v  

　成 魚 最 小 形 成魚最小形 ， 皀卩ち生殖可能の 最小魚は全長約 80mm 滿 1 ケ 年の もの と考
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鞠

200

150

100

50

　　　 N 　　＞　　＞1　 ＞ll　＞ lll　 IX　　×　　× 1　 × ”

　 第 4 岡　成長度 を示 す 圏 ， 數ケ 年に 亘 る採集材料 を同 一年度

　 に 壥 め た もの
， 實線 は 孵化 常 年 の 成長度 を 示 し，破線は 第 2

　 年 の 推定成長度 を示 す，

1nm の もの は 少 くと も滿 5− 6 年以 上 で あ らうと思はれ，

らうか。

へ られ ， 雌雄 と も略 こ の 大 きさ

で 成熟す る や うで ある。ζの 魚

の 産卵期 はかな b長 い の で （約

2ケ 月）， その 年孵化 した もの の

間で も秋の 末ま で に は既に か な

りの 大 きの 差を生 じ， 約滿 1 ケ

年 と 思 はれ る もの で も 50mm

位 の もの もあ り，こ の や うな發

育の遲れ て ゐ る もの は滿 1 ケ 年

で は成熟す まい 。

　 最 大 魚 筆者の 確實 に測 定

した最大魚は全長 24Smm で ，漁

夫等の 言 に徴 して も300mm に

逹す る もの は殆 どな い らしい 。

　 壽　命 　一般 の 魚類 の場合 と

同 じ く、本種 に 於 て も壽命は 正

確な と こ ろは わか らなv ・。然 し

前述の 成長度の 推定か ら考 へ て
，

現 在判 つ て ゐ る最大魚全長 248

こ の 位が普通 の 壽命の 限 度 で あ

8．成 長 に俘 ふ 髄各 部 の 比 の 變 化

　本種 IC於 て も，

一般魚類 に 於て 考 へ られ る通 り，軆各部 の 大 さの 比 は成長 に俘 つ て 多少の

變 化を示 す。 第 5 圖及び第 6 圖は こ れ を示 した もの で ある 。 比較 した體部 は體長 ， 鱧高 ， 頭

長 ， 吻長 ， 眼徑 ， 頭の 後眼部の 長さ ， 最長脊鰭棘の 長さ （第 7或は第 8 棘）等 ， 普通分類學

的記載 に重要硯されて ゐ る部分で ， 比 の 取 り方 も大體分類學的の 慣例に從 つ た 。 臨ち頭 長及

び體高 は體長 よ り頭長 を減 じた長 さに比 し，
1）．吻長，眼徑及び頭の 後瞑部 の 長さは頭長 に 比 し ，

脊鰭棘の長 さは體高 に比 した。

　各部の 測定 方法 も普通に行はれて ゐ る處 に從ぴ ， 測定上 の 或程度 の 誤差 も豫 期され るの で
，

1） 頭 長 及 び 體高 は 普通盟長 に 比す る が，頭長 は 成長 に 俘 ひ 相對 的 に 長 さ を變 ず る 例 が屡あ る か ら ，

　比 の 基季の 長 さ か ら特 に 除 い た．
¶
》

汁・
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、實 際上無理 の な V・程 度以 1二に 特 に 嚴密に は しなか つ た 。 軆長は吻端 よ り尾部最後脊椎骨の 末
’

端 （尾下骨後縁 に ほ f 等 しい ）まで ，體高 は脊鰭基底前端部 に於 ける もの ，頭 長は吻端よ り

鰭蓋後縁の 内膜縁まで
ア 吻長は 吻端 と眼窩前縁と の 距離 ，

眼 揮は 眼窩の 水甼復 ， 頭後眼郵 は

眼窩後縁 と頭後端と の 距離 を取 つ た。脊鰭棘は皮膚鞘中に 埋 もれて ゐ る基端 よ り先端まで の

直線的長さを取 つ た。測定に は殆ど密陽江産 の 材料 の み を用 ゐた 。

　 第 5 國及び第 6 鬮の 曲綜群を見 る に ， 大鱧稚魚期の rs　b乃 至未域魚期 の 始 め （全艮 25−

28mm ） まで に 著 しい且錯雜 した比 の 變化が現 はれ ， 更 に 未成魚期の 終 りよ 塑域魚期の 始 め

（全 長 60 − 80mm ） に か けて 比 の 變化 の 程 度或は 方向の 變換期が 現 はれ ， 威魚期 に 入つ て か

ら後 は （全長 80mm 以 後 ）各部 と も比 の 變 化の 率は一定 して ほ 里直線的の 蘭係を示 して ゐ

る
。 更 に こ れ を皚の 各部 に就 て 吟味 して み る。頭 は最初比 較的短 V ・が （側扁せ す丸V ・｝， 稚

魚期の
ノ

ドば全 艮 20コココ］］1 位 まで の 聞 、こ急激 に長 くな り （且測扁す る ）， 稚 魚期の 終 り （全 長約

25mm ）以 後は 老 成する ま で 相對的 の 長 さは變 らない 。

　 體高は仔魚前期の 絡 り （全 長約 9mm ）まで 急 に減 じて ゐ るが，こ れは腹部の 卵黄 をも含

め て 測定 しfeの で
， 卵黄が急激 に 吸收 され減 少 して ゆ くこ とが 現 はれて ゐ る の で あ る。仔魚

後期 か ら稚 魚期の 始 め （全長約 18mm ） に か け て 再び體高 の 急激 な壇 大を示 し，それ以 後は

體高は ほぼ
一
定 して ゐ る。

　 吻は孵化當時 は甚 だ短 い が，仔魚後期 の 絡 り （全長約 】3ml11 まで に 急激 に延 長 し， それ

以 後はやや 綏か に 延 畏しつ づけて ，域魚期 に 入 つ て 後 （全長約 8Gmm 以後）は長さ は相對的

に 一
定 して 來る。

　 限 は最初甚 だ大 き い が ， 稚 魚期 の 絡 り頃 （全 長約 213mm ）まで に急激 に 小 くな り， 未成

魚期 に はほぼ一定 した比 を示 し ， 域魚期に 入 つ て か ら後 は一定 の 率を以 て和對的 に 小 さ くな

つ て ゆ く。

　 頭後眼部 の 長 さは稚 魚期 の 牛頃 （杢 長約 ユ8皿 m ）ま で 減 じて 後未成 魚期 の 始 め （約 28ninn）

ま で 再び増大 し， 更 に未成魚期の 維 り頃 （約 70mm ） まで 減 じて ，放 魚期 に 入 つ て か らは
一

定 の 率 を以 て 僅か なが ら増大 して ゆ く。 こ の 變化 の iik態 は複雜で
， 發育初期の 小 さ い 閲は渕

定上 の 誤差の 影響 もか な b大 き く現 はれ る もの と思は れる か ら， こ の 變化 の 状態に 強い て骸

釋 を與 へ る こ とは危險で あるが ，それだけの 心構へ を して 置い て
， 多少の 考察 を して み る。稚 、

魚期の 牛 ぱ まで は頭長は全體 と し て 増大 し ， 頭 長を構成す る 3部 2Pち吻長 ， 眼狸 ， 頭後眼 部

の 長 さ の うち ， 眼徑 は急激 に 減少 して ゐ る 。 從っ て 吻長と頭 後眼部 の 長さと に は増 大が 期待

　され るが ， 實際に 現 はれ て ゐ る處で は，吻 長は急激 に 壇大 して ゐ るが後眼部の 長さば こ れ忙

反 して 減少 し て ゐ るの で ある。 これ は恐 ら く眼 の位置 が後h”；C 移動 して 來 る結果で あ らうと

推定 され る。吻長 の 急激な増大 も，吻それ 自身 の 發達 とと もに 眼の 位置の 後退が 要因 となつ
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「

て ゐ る の で あ らう．稚魚期後牛に 於 て は，眼径の 減 少率の 方が吻の 延長率 よ り大 きく， 頭長

は既に相對的の墸大 を示 して ゐ ない 。皀Pち こ の 時期の 曲線 に現れた頭後眼部の 長 さの 増大は ，

大體は後眼部 自體の 發達 （恐 らくは鰓 蓋後部 の 發達 ）に よる 獪大が 眼の 後退に よる減 少 よ り

遙か に大 きい こ と

を 示 し て ゐ る も

の と思 はれ る。未

成魚期に 入 っ て後

眼部の 長 さは再び

綏か な減少 を示 し

て ゐ るが ，
こ の 時

期 に は鰓蓋iも既に

完成 して 外見上後

．眼部自鱧 は安定の

炊態に あ る や うで

あ り．且 成魚期に

入つ て 後 の 變化の

欺態か ら推察 して

も， 後眼部の 長さ

が 自體 と し て 減す

　 5

比

嚀

3

2

1

20 　30 　40 　50 　GO　
’ro　gO　gq ：OO 　 1［0120130 博 015 ， 161 胃 O　 ISO 　 19C，200

　 　 　 　 　 　 　 全 　 長 mr ，

第 6 圖 成長 に 伜 ふ 盟 各部 の 比 の 變化 （1）

るため とは思 はれす 1 恐 らく眼の 位置の 後退 VC因る もの と思 はれ る。 こ の 時期の 吻長の 檜大

も， 吻自體の 發逹 と恐 らく同時 に 眼の 後退が伴 つ て現れて ゐ る もの と思ふ。成魚期に 入っ て

後は頭長が安定 し， 吻長が安定 し， ただ眼 の 大 さの みが 一定率を以 て直線的 に かな り著 しく

減 少 して ゆ く。 從つ て こ の 時期に現れて ゐ る後眼部 の 長 さの 綏や かな直線的増大は，眼の 相

對的縮小に 因る もの と推定される。

　脊鰭棘 の長 さ と 體高 との 比 較は種 の 分類上屡論數 となる もの で ある。脊鰭棘が完全 に 現 れ

て後の 稚魚期に 入 つ て か らその 終 り頃 （全長約 25− 281nm ）まで
， 棘はなほ急激に 延 長 し，

未成魚期 に 入っ て もなほ綏かなが ら延長 しつ y ける。未成魚期の 終 り頃 （全長 60− 70皿 m ）

が脊鰭棘の 相對的 に 最 も長 V・時期で ある。全長約 80mm 以 後の 成魚期 に 入つ て は ， 成長 に

拌ひ脊鰭 棘は次第に 短 くなつ て ゆ く。こ の現象 は ス 　 N“キ
，

ハ タ型魚類 Seコ
’
ranoid 　fishesに は

殊 に 普通 に見 られ る處で ある。

　　　　　　　　　　　9，斑 紋 の 形 成 及 び 變 化 の 總 括

木
1
種の 斑紋は大體に 於て 最初横縞 （t・ransveTse 　stripes ）を現 し， それが上 下に切れ て斑點

・夢

、

1
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とな り， 各斑 點は前 後 に縦縞 （longitudinal 　stl
’il｝C）S）の 排列 を示 す ， 皀防 横縞か ら縱縞に 移

行する途申まで の瓶 態を現 して ゐ る の で あ る。
1）

　體 側 の 斑 紋　横帶の 形成は既 に孵化前の 胚體の 時代に 始まる。皀［1ち卵 内發生の 絡期 に最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 初 頭頂及び 體の 背

比

8

7

s

6

4

3

2

重

i　o 　　2　G 　　　l　O　　40 　　@50 　@ 　60　　70@　　SO　　gO　　　dCo　　l10　　i20　　150　　、40　　層50　　160　　i7　　　」9D　　歪90 　

9 　 　 　 　 　 　 　 　　全　　蚤　

M 　 　 　第6 圖 　 威 長 に伴 ふ 體 各 部 の 比 の 變化　

？｝ 腹 兩側に

色胞 が 獨 立 に

離 れて 現 れ（ 第

､4 ），頭 頂

び 肩部 背 面に

各更に 多く の 黒

F 胞が現れて 最初

の斑 諺を 形成す る

i 第 3 岡 5）。こ

2 ケ瞬 の黒 色

群 は 更 に 發 達

て ， 孵化時には，

頂 の もの は眼

」 ：． 縁 にま
で
達

， 肩部 の もの

體｛則 を1 腹 方に頴 がつ て胸 鰭 基底の 後方 に現れ た 黒 斑と 合し て體鯏

最初 の横帶 を形成する （ 第 3 圜 7 ）e 　次 に 全長9 ． 15mm 頃 まで に脊 鰭 及 び臀 鰭の 後端

の閉よ り 尾柄前部 側面にか けて 幅鹿 く横 帶が 現 れるc こ れ は
體 側 第6 及び 第 7 横 帯 の場

に 和常 するが， この 後の 變化の 欺態 より 見 て，第 5 及 び第O の横 帶と なる も のが や X 後

に 現れて ゐ ると 解 すべ ぎや う に思 はれる。杢 長11mm を 越える 頃ま でに 醴の 後牛 部 側

には一 面 に 黒色胞 が散 在 して現れ るが， 注 意し て觀 察す るとそ のう ち に脊鰭 棘 部 後学
下

軟條 部 後孚 下及び 尾柄の 申部 よ り後 方に か け て ， 朦 朧とし て 幅 廣い 横帶が 現れよ う とし

ゐるの が見ら れ る 。後 これら の横 帶 は明瞭 と な り そ れぞ れ （ ？ 第 3 十） 第 4 ，第5 十第

C 第7 十 第 S の 横帶で あ ること

（これ よ b 後 の變 化 の過 程 に徴
し
て）明か にな る 。

是 等の體側 の 4 個
の 横 帶 （第 1 ＋ e ’g

2 ，？第 3 ＋ 第 4 ， bl ・ 5 ＋ 第6 ，第 7＋ 第s ）は ． 全 長 20mm 位に達 す る までに や

s 則ながら各 前 後 に 分 離 し て（第3横帶は第 1 よ り 分 離 す f1 ＞　内 田惠 太 郎： 昭 和 3年（ 1

8）魚類
に 於ける種々な

る型の斑紋の形威
及
系統に就）・て． 　動雜

， Vo ］． 40 ， 　 No ． 482 ，　 PP ， 49fi 一 望 98 ．
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るや 弓に も、獨立 に こ の 時期 に 現れ る樣 に も見 え る），窮 1 乃至第 8 の 體側の 横帶を形成す る。

但 し第 5及び第 6 の 横帶は厘分離不全 で
， そ の 中央部が相離れ ない で ゐる こ と もあ り，又兩

者全 く分離せ ず に 1 帶 をな して ゐ る場合 も多V ・

。 第 1 圖及び第 3 岡 15 はこ の 例で ある
。

　 こ れ ら 8 個 の 横帶ぱ 　全 長 5  inm 前後の 頃，や S 不明瞭なが ら上 下 に切れ て各數個 の 斑

點 とな り， 各横帶に 屬す る斑點は，それ ぞれその 前後の 横帶の 互 に相 富する斑點 と並 ん で 體

側 に 數條 の 縦帶の 配置 を現 す。 （但 し第 1 及 び第 S 横帶は上 下 の 分離 不明瞭の 場合が 多い 。）

皀卩ち脊鰭基底に漕ふ第 1縦帶 （第 1 乃至第 S 横帶 に 屬 する斑點 よ ゆ成 り， 尾柄背面 に 入 る）

ほ S“ 側線部 に 滑ふ第 コ縦觜 （第 1乃至第 8 横帶よ 1）形成）．體の 側中線上 若 し くは それ よ bや

や 腹方 を走 る第 3縦帶 （第 ／乃至第 8横帶よ り形威）、體 側の 腹方の 第 4 縦帶（第 2 乃至 第 4

或は第 5横帶よ り形域）等で あ る。第 ｛縦帶は不明瞭な場合 もあ る。

　横縞が切れ 丁出來 た斑點が縱縞性の 配置 を示 す こ とは，多 くの 個體を比較観察す る と明瞭

に 觀取 され るが ， 個 々 の 場合 kCはか な り不明瞭な こ と もあ る。また生時 に は斑紋の 状態は變

り易 く， 同一個體 で も時 に 横縞が明瞭に現れ，時 に縦縞性の 斑點 の 排列 が明瞭に見 られ ， ま

た時 に斑紋が 全 く不 明瞭 に なつ て 鱧が
一樣 に暗黒晤色を呈 す る こ と もある。皀口ち これ ら横縞

乃至縦縞性の 斑紋 を現 す色胞の 配置 は，斑紋 の 變化形成の 過 程に 從つ て 變 つ て しま ふ の で は

な く， 潜在的 に變化形成の 者過程 の 配置 を保 つ て ゐ て
， 體の 状態に よ り （恐 ら く紳經 系の 支

酉巳に よ り）その 過程 内の種 々 の 欺態を現 し得 る もの と考 へ られ る．か L る例は 他種 の 魚 に も

多 く見 られ る。

　上 述 の 黒色胞 に よ る斑紋 の ほか に ，仔魚後期の 絡 bか ら稚魚期の 牢 に か けて ，體の 側 中線

の 背方 に 滑ふ て 幅蹟い 淡桃黄色の 1縦帶が現れて ゐ るが ， こ れは その ま 」泊失 して ，他の 斑

紋 と は直接關係が な い や うで あ る。

　頭 部 の 斑 紋 頭部 に は最初 （孵化前）頭頂 よ り眼窩上縁に か けて幅廣V・横帶が現 れ，頭

部全 體が その 後や や 長 くなる と ともに こ の 斑紋は や N後方 に 轉位 して ， その 前方の 眠隔部及

び 眼 の 前方の 吻部背面 に黒色胞群が現扎 る。 こ れ と同時 に眼の 前方の 吻 測面及 び眼の 後方の

頭部側 中線 Elc黒色胞群が現 れて
， 眼窩を通する頭側の 縦帶を形成する （全長 約 IOmm ）。

そ の 後 頭側縦帶は なほ明瞭となつ て鰮蓋の le　L“後縁 に逹 し，なほ眼の 後下方 に頬部 を通 す

る奈斗縦帶が現 れ る （全 長 13．6mm ）。

　頭 側縦帶の 後端はや Σ擴 が つ て ，鰓蓋主骨後端の 2 棘の 間の 皮膚膜上 にある部分は特に 濃

色 とな る。同時 に 眼窩中央下方か ら上 顎主骨後端 の 直後 に か け て 短 い 1帶が現 れる （全長約

・5一 欄 纖 端の 漁 間の 艶 繍 殆鎭 黒敏 點 とな り，そ の xesの 前激 淡色の痴 ・

現 れ て ， 生時 に は その 暗斑 の 前縁 を周 る孚環歌の 縁は金色乃至金緑 色に輝 い て
， 美 し丶（ 孔雀

眼斑 紋を呈 して ゐ る．こ の 孔雀眼斑 紋は未成魚成魚期 を通 じて 明瞭に現 れ，且體登體の 色調

が 非常に 淡 くなつ て ゐ ると きで も，こ の 斑紋 の みは明瞭に 現 れて ゐ る

隔

懸
」

、
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　　　　　　　　　　　　　ユO．摘　　　　　　要

／） カ ウ ラ イ オ ヤ ：＝ラ ミ Coreope」’c・x　he・r2i　 H ・ LtZENETETN は朝 鮮南部の 洛東江 水系以西潰

海に 注 ぐ諸河 川 鴨緑江 水 系 ま で 分布 す る。

　2） 巾流 に 棲息 し群 をな さず，礫床 をなす邊の 石 の 下
， 岩 の 蔭等 に 潜み ， 蝦 小魚 水棲

昆蟲等の 小 動物 を捕 食する 。習性 は海産の メ バ ル
，

ハ タ類な どに似 て ゐ る。　　　
−

　3） 脊鰭 の 棘及 び軟條數 に 地 方的變 異が見 られ ， 脊鰭 の棘及び軟條は 互に 移形 して變異 を

現 す傾 向を示 して ゐ る。

4） 産卵期は 5 月．胸 よ り 6 ）1下 旬に 助
，

そ の 時 の 水湿約 1S
”− e・・3

“

・C．卵は瀬 の 岸寄 り

の 石 の 下面 に 1層 をな して産み つ け られ る。

　5）　沈性粘着卵で
， 直徑 LZ

，
6− 2．9mm

， 卵膜 腔や 玉狹 く、 卵黄 の 上部 に數個 乃至十 數個の 油

球が あ り，發生 進 め ぱ融合 して 直徑的 O．6mm の 1 個 の 大油球 となる 。 卵膜堅 く， 無色 卵黄

は透明で 黄乃至赤禍色 ， 油球 は深黄色。孕 卵數 は全長 玉03mm の 親魚の 1 例で は 494 個，

之 を數囘に 産むや うで あ る。

　e，） 水温約 20℃ で 約 2 週聞 で 孵化。胚體は卵内で よ く發達 し
，

口 肛門は形成 胸鰭は大

き く脊鰭臀鰭 の 基底 も大部分現れ，赤血球 も十 分形成され胚體外の 卵黄上血 行 もよく見 える。

　7）　孵化時の 仔魚は全 長約 7．3111m
，筋肉節數 13十 2e ＝ 33 （本種の 脊椎骨數 は 13十 17＝ 30）。

水 底に側 臥 し，と きど き游ぎ あが る。孵化後 3 日で 卵 黄は大部分吸 入 されて 攝餌開始。幼期

の 食物は小 甲殻類小蠕蟲類等。以後稚魚期 の 終 り（全長 23− 25mm ）まで は瀬 の 下 の 淀み の 藻

場 に 生活 する。 稚魚期 の 終 bよ り成魚 と等 しV・生 活 に移 り， 流 れの 石蔭な どに 潜むや うに

な る。

　 S） 滿 1 ケ 年で 全 長 GO− SOmrn ，滿 2 ケ 年で 100− 140rnm 位 に達す る。全 長約 8dnim で 成

魚 とな る 。 確實に測 定 した最大魚は 248mm
， 年齡推 定 5− 6 年以 上。こ の 位が 普通の 壽命か。

　 9） 放長に 件ひ 勿論體各部 の 大 さの 比 は變る e
こ の 比 は 稚魚期の 終 り乃至未成魚期 の 始め

（全 長 25− 281nm ）まで に錯雜 した著 しい 變化 を示 し， 更に未 成魚期と 成魚期 との 境界の 邊

（全長 6e− 80mm ） に も變換期が ある （第 5圖，第 6 圖）。成期魚に 入 つ て 後は體形 はほ 穿 安

定 し變化 の ある部分 も一定率を持 つ た 直線的 の變化 を示 して ゐ る 。

　 IO）本種 の 斑紋は ， 眼 を中心 とする 頭部 の 放射線 と體棚の 横帶 と鰐蓋後部 の 孔雀眼斑紋 と

に 分け られ る
。 頭部 の 放射朕斑紋は 1 條づ 」獨立 に 現 れ ， その 中の 眼窩後縁 よ り水平 に後走

す る 1 條の 後端部 が變 じて 孔雀眼斑紋と なる
。 髓鬪に は先 づ幅廣い 4 個 の 横帶が現れ，これ

が 各前後に 分裂 して 8 個 の横楷 とな る D 各横帶は更 に 上 下 に 分裂 して斑 點 を形成 し
， 各横帶

の 斑點は前 後に 並 ん で 鱧側 に 4 條の 縱帶性配置を示 す。 皀Pち横 縞 よ ゆ縱縞 に 變する過 程の 中

途まで の 駄 態を現 して ゐ る もの で ある。
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